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≪基本方針≫

○ がん患者を含めた府民の視点に立ったがん対策

○ 重点的に取り組む課題を定めた総合的かつ計画的ながん対策

特に重点を置いて取り組む課題を定め、分野毎に施策を推進

全体目標

がんによる死亡

の減少

すべてのがん患

者及びその家

族の苦痛の軽

減並びに療養

生活の質の維

持向上

がんになっても

安心して暮らせ

る社会の構築

患者・家族との意見交換・就労支援

大阪府がん対策基金

                                          など

がん対策の

新たな試み

精度の均てん化

がん検診

の充実

受診率の向上

がんの

早期発見

がん検診の普及・啓発

肝炎肝がん

対策の推進

肝炎ウイルス検診の推進と

肝炎ウイルス陽性者に対する支援の充実

情報提供・普及啓発の推進

肝炎ウイルス陽性者に対する

治療体制の充実

その他

　がん研究

　難治性がん・希少がんについて

　造血幹細胞移植関連事業の促進

　

高齢者におけるがん対策のあり方について

府立の病院におけるがん医療等の充実

医療提供

体制の推進

がんに関する

相談支援・情報提供

在宅医療体制の充実

緩和ケアの普及

がん

医療の充実

がん登録の充実

小児がん対策の充実

評価体制

の推進

医療機関の連携

協力体制の整備

集学的治療の推進

４ がん対策の新たな試み

３ がん医療の充実

重点

２ がんの早期発見

重点

がん

予防の推進

女性に特徴的な

がん対策の推進

子宮頸がんにおける予防と早期発見の推進

がんの予防につなが

る学習活動の充実

たばこの健康影響についての

正しい知識の普及啓発

禁煙サポートの推進

たばこ

対策等の推進

受動喫煙防止の推進

がんの予防につながる学習活動の

効果的な取組について

１ がん予防の推進

重点

分野別施策の総合的な取組による全体目標の達成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【抜粋版】

	第二期
大阪府がん対策推進計画


平成２５（２０１３）年３月
大  阪  府
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

―平成25年12月2日（月）大阪府がん対策推進委員会「がん診療拠点病院部会」資料―
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～大阪オンコロジーセンター構想～

【三島二次医療圏】

オンコロジーセンター

【大阪市二次医療圏】

大阪市立総合医療Ｃ

大阪赤十字病院

大阪医療Ｃ

府立成人病センター

（都道府県がん診療

連携拠点病院）

【北河内二次医療圏】

【豊能二次医療圏】

市立豊中病院

【中河内二次医療圏】

東大阪市立

総合病院

【堺市二次医療圏】

大阪労災病院

【南河内二次医療圏】

大阪南医療Ｃ

【泉州二次医療圏】

岸和田市民病院

大阪府がん診療拠点病院

近畿大学

医学部附属病院

（地域がん診療連携

拠点病院）

地域がん診療連携拠点病院

（ブロック１箇所）

（府内４６病院）

地域医療機関等

地域医療機関等

地域医療機関等

一般病院

かかりつけ医

在宅支援診療所

歯科診療所

薬局

訪問看護事業所

等

人材育成・派遣、技術支援・

連携を実施

最新治療・高度先進医療提供

等の依頼、連携

平成２４年４月現在

二次医療圏

二次医療圏

二次医療圏

二次医療圏

地域医療機関等

がん拠点病院が中心となり

二次医療圏毎に地域連携

ネットワークを構築

二次医療圏の枠組みにとらわれず

府内の地域医療を支援

関西医科大学

附属枚方病院

（地域がん診療連携

拠点病院）

大阪大学

医学部附属病院

（地域がん診療連携

拠点病院）

大阪市立大学

医学部附属病院

（地域がん診療連携

拠点病院）

大阪医科大学

附属病院

（地域がん診療連携

拠点病院）
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【医療提供体制の推進】
◆　医療機関の連携・協力体制の整備
府における全がん患者の5年相対生存率は、他都道府県と比べて低い傾向にあり、府民が皆均しく標準的な治療を受けられる体制の構築（がん医療の均てん化）が重要です。
一方、府内には、多くの医療機関があり、がん治療実績の豊富な医療機関が多数存在します。
府は、このような医療機関のうち一定の要件を満たす病院について、がん医療の均てん化を図るために、大阪府がん対策推進委員会がん診療拠点病院部会（以下、「がん診療拠点病院部会」とします。）の意見を聞いて、国指定拠点病院については国への推薦を、府指定拠点病院については府で指定を行ってきました。
そして、これらがん拠点病院を中心とした連携・協力体制を構築することとしています。
　　※がん拠点病院の分類
	都道府県がん診療連携
拠点病院

	当該都道府県におけるがん診療の質の向上及びがん診療の連携協力体制の構築に関し中心的な役割を担う病院。
概ね都道府県に１か所国が指定。

	地域がん診療連携
拠点病院

	二次医療圏※におけるがん診療の質の向上及びがん診療の連携協力体制の構築に関し中心的な役割を担う病院。
　概ね二次医療圏内に１か所程度国が指定。　

	大阪府がん診療
拠点病院

	地域における専門的ながん診療機能の充実を図るため、集学的治療の提供体制又は特定部位・分野における診療実績等、一定の要件を満たす医療機関として、府が指定するもの。




※がん拠点病院の指定状況（平成２４年４月１日現在）
　　
	都道府県拠点病院
	１


	二次医療圏
	国指定拠点病院
	府指定拠点病院

	豊能
	２
	６

	三島
	１
	４

	北河内
	１
	２

	中河内
	１
	３

	南河内
	２
	３

	堺市
	１
	３

	泉州
	１
	７

	大阪市
	４
	１８

	合　計
	１３
	４６



この国指定拠点病院の中には、高度の医療の提供、研修機能及び医療技術の開発・評価機能等（オンコロジーセンター機能※）を要件として医療法に基づく厚生労働大臣指定の特定機能病院※も含まれ、府域では、府立成人病センターと、府内に５つある医学部を持つ大学の附属病院が、この特定機能病院に指定されています。
府では、この特定機能病院が有するオンコロジーセンター機能を活用することにより、都道府県拠点病院との連携協力の下、府域全体にわたりがん患者に対する医療提供の充実を図ることとしています（オンコロジーセンター構想）。
そして、このような取組については、がん患者を含め府民にその情報を提供することが重要です。



※地域がん診療連携拠点病院（国指定拠点病院）を中心とした地域連携の推進については、

Ｐ６１参照　

１　取組の内容
【１】がん拠点病院を中心とした連携体制の強化　
　（１）府立成人病センターの役割の充実
　　・都道府県拠点病院・特定機能病院としての役割
府立成人病センターは、都道府県拠点病院として、府内のがん診療の質の向上及び医療機関の連携協力体制構築の中心的役割を担うとともに、特定機能病院として難治性がんを中心とする高度、先進的ながん医療、新たな治療法・診断法の研究開発、がん医療の専門人材の育成、がん患者や家族の支援に取り組んでいます。
また、府立成人病センターがん予防情報センターにおいて、府内のがんり患状況をはじめとするがん動向及び府内のがん施策に関する様々な情報（たばこ関係、がん検診・肝炎ウイルス検査、拠点病院の診療実績等）を集約し、実施状況をモニタリングしています。
このような機能を最大限にいかし、引き続き、連携協力体制の構築の中心的役割を担うとともに、地域医療機関への最新治療・高度先進医療についての情報提供、市町村担当者等へ研修会等を通じた知識の向上、府民にとってわかりやすい情報の提供の充実に取り組みます。
さらに、がん患者・家族等への支援機能についても充実を図っていきます。
・大阪府がん診療連携協議会の運営
　　　都道府県拠点病院の機能の一つとして、府内のがん診療連携体制等、がん医療に関する情報交換・協議の場として、府立成人病センターを事務局として、国指定拠点病院及び府指定拠点病院で構成する「大阪府がん診療連携協議会」を運営しています。
　　
　　　この協議会では、専門的な取組を議論するために、専門部会を設置し、がん医療の中心的な役割を担うがん拠点病院の立場から検討しています。
　　　今後、がん拠点病院毎の役割分担の明確化や二次医療圏毎の地域連携ネットワークを進めていくにあたり、この協議会において具体的な方向性が示されます。
さらに、地域における医療連携体制の構築を推進していくにあたり、この協議会が実施面における実質的な進捗管理を行うこととなります。

今後、この協議会の活性化を図り、がん診療拠点病院部会で決定される取組方針を踏まえながら、がん医療の均てん化に資する取組を推進します。

　　・府立成人病センターの移転整備
　　　府立成人病センターは、老朽化・狭隘化した施設の建替え整備により、がん医療の進展に対応した機能強化を図るなど、特定機能病院、都道府県拠点病院としての役割を果たしていきます。
　　　大阪府立病院機構においては、平成２８年度中の新成人病センターの開院をめざして、建替え整備事業を進めていきます。
【新成人病センターの機能強化】
　　　■難治性がんを中心とする高度先進的ながん医療の充実
　　　■新しい診断・治療法の開発
　　　■がん医療の専門人材（医師、看護師等）の育成
　　　■がん患者や家族の支援機能の強化　など
【新成人病センター施設整備の概要】
　■整備場所　　大阪市中央区大手前３丁目（大阪府庁本館南隣）
　　　■敷地面積　　約12,000㎡

　　　■計画施設　　病床数　　　500床

延べ床面積　約65,000㎡（研究所5,000㎡含む）

建物階層　　地下２階、地上１３階（想定）

　（２）がん診療における大学病院の役割と機能充実
府内に５つある医学部を持つ大学は、学部教育をはじめ、卒業後の専門医教育や先進的医療技術の習得機会の提供など人材の育成を行うとともに、難治性がんの治療など高度医療の研究及び提供を行っています。
この５つの大学病院は、国指定拠点病院の指定とともに、特定機能病院の指定も受けています。
そのため、府は、これらの大学病院については、国指定拠点病院としての二次医療圏におけるがん医療の均てん化の牽引役にとどまらず、オンコロジーセンター構想に基づき、府内全域におけるがん治療を先導する役割を期待します。
大学病院は、各大学病院からの視点だけではなく、府における地域の医療資源の状況を踏まえたがん医療の専門的人材育成機能の充実、地域医療機関に対する最新治療・高度先進医療に関する技術支援・情報提供、がん拠点病院や地域医療機関との支援・協力体制を構築します。
（３）国指定拠点病院を中心とした地域連携の推進
　　　国は、国指定拠点病院の指定にあたって、集学的治療の実施、緩和ケアの充実、在宅医療の支援、地域連携クリティカルパスの作成、がん医療に関する研修の実施、がん患者やその家族等に対する相談支援、がんに関する各種情報の収集・提供などを要件としています。
　　　
　　　また、平成２４年度からの第二期がん対策推進基本計画において、国は、現行の拠点病院制度について、量的確保から質的確保への方針転換を検討しています。
　　　国指定拠点病院は、原則二次医療圏に１箇所、厚生労働大臣が指定するものとなっています。
　　　しかし、府を含め大都市における二次医療圏は、人口規模が大きいために、がん患者も多いことから、府としても、がん診療拠点病院部会の意見を聞いて、一定の人口規模、患者数がある二次医療圏については、複数指定がなされるよう国に求めてきました。
　　　府としては、複数指定の考え方については、引き続き国に対し求めていくものの、府指定拠点病院も含め、これまで整備した多くのがん拠点病院の現状について検証を行い、セカンドオピニオンを提示できる体制や相談支援機能等とともに、それぞれの役割分担を整理し、二次医療圏毎に、国指定拠点病院を中心とした連携体制のより一層の充実強化を図ります。
　　　そして、各々の役割分担については、府民にわかりやすく情報公開することにより、府民へのサービス向上を図ります。

　　　また、国指定拠点病院の役割分担や地域連携ネットワークを推進するにあたり、今後、がん診療拠点病院部会において議論すべき重要課題として、「がん拠点病院の評価及びあり方」「国指定拠点病院及び府指定拠点病院の役割分担」及び「５大がん以外のがんにおける各がん拠点病院の役割分担」「地域のかかりつけ医、在宅療養支援診療所、歯科診療所、薬局及び訪問看護ステーション等、がん医療に携わる関係機関との連携」などがあげられます。
（４）府指定拠点病院の役割と機能充実
　　　府内には、５大がんや特定部位のがんに関し、がん治療実績の豊富な医療機関が多数存在し、地域におけるがん診療の提供にあたり、必要不可欠な存在となっています。
　　
　　　そこで、府は、これまで国指定拠点病院の機能に準じた医療機関と、特定部位・分野（肺がん・小児がん）において診療実績の豊富な医療機関について、府指定拠点病院として指定してきました。
平成２４年４月時点で、４６病院を指定し、府内のがん医療の均てん化を進めてきたところです。
　　　今後、府指定拠点病院についても、専門性や特長を生かしてがん拠点病院としての機能を発揮できるよう、役割分担を明確にし、国指定拠点病院と連携して地域連携ネットワークの充実を図り、地域のがん医療の向上を図ります。
　　　そして、国指定拠点病院と同様、役割分担について府民にわかりやすく情報公開することにより、府民のサービス向上を図ります。


【２】地域の実情に応じた地域連携クリティカルパスの推進
　
　　がんの治療では、手術などの専門的な治療を受けた後も、数年にわたって定期検査や診察を受ける必要があることが多く、また、外来で治療を継続するケースが増えています。
がん医療を実施するにあたり、標準化された診断診療体系に基づいて、専門的・集中的治療を行う専門病院と外来・在宅医療を担う地域のかかりつけ医等が患者の診療計画を共有し、医療機能に応じて役割分担し、切れ目のない医療を行うために、あらかじめ数年先までの診療方法を定めた計画書を地域連携クリティカルパスといいます。
このパスを活用することによって、患者・家族にとっては、いつでも、どこでも、一貫性のある医療を受けることができ、医療機関にとっては、異なる医療機関の間で治療計画を共有することができるなど、各々の医療機能に応じて一体的・連続的にがん医療を提供できます。
府では、がん診療連携協議会の地域連携クリティカルパス部会において、府内において統一したパス（統一型がん地域連携パス）を共有することを基本に、日本人に発生する頻度が高い部位である、５大がんに前立腺がんを加えたパスを策定し、平成21年７月から順次運用を開始しています。
策定された地域連携パスは、診療内容別に大きく３種に分かれ、がん根治手術後に抗がん剤内服投与を行う術後補助化学療法パス、がん根治手術後の経過観察パス、血清ＰＳＡ値高値の前立腺がん疑い患者に対する検査パスです。
また、平成24年度から、がん疼痛緩和地域連携クリティカルパス（緩和ケアパス）についても試行実施されております。
現在、これらの地域連携パスの運用について、府内の各医療圏内においては、国指定拠点病院が中心となり、地域内にある多くの医療機関が協力・連携してがん治療にあたる体制をめざし、「安心かつ満足な医療が受けられる」という目的が達成される患者・家族についてパスの導入を促進しているところです。
　　一方、パスの活用状況について、がんの種類や地域間でのバラツキや、患者の病態急変時などバリアンス発生時の対応等で不明確な点も見られます。
そのため、今後、がん診療連携協議会等において、国指定拠点病院及び府指定拠点病院におけるパスの稼働の実態把握を行うとともに、関係機関の協力を得ながら、地域の実情に応じたパスの推進方策、拠点病院間における連携医療機関の情報共有方策、パス運用の実務者レベルの情報交換の推進方策等を検討します。
さらに、地域において、終末期までも視野に入れた在宅医療を推進するためにも、切れ目のないがん診療提供体制を地域で構築していかなければならないことから、国指定拠点病院が中心となって、地域医療連携体制を構築していく重要なツールとして地域連携パスの普及を図るとともに、活用しやすいパスの運用方法について検討していくよう努めます。
そして、患者・家族の理解を図るため、今後も引き続き、パス制度の広報及び周知を図ります。
２　取組目標
　（１）オンコロジーセンター構想の推進
府は、オンコロジーセンター構想に基づき、府立成人病センター及び大学病院の有するオンコロジーセンター機能のより一層の積極的活用を図り、がん患者に対する医療提供の充実を図ります。
　（２）がん拠点病院を中心とした地域連携体制の推進
府は、国指定拠点病院及び府指定拠点病院の各病院毎の役割分担を明確にし、国指定拠点病院を中心とした二次医療圏毎の地域特性を踏まえた地域医療ネットワークを構築します。
　（３）地域の実情に応じた地域連携クリティカルパスの推進
地域連携クリティカルパスについて地域の実情に応じた普及を図るため、引き続き、パスの活用状況等についての実態把握を行い、在宅医療の充実につながるよう、がん診療連携協議会において活用方策の検討を行います。


◆　集学的治療の推進
がんに対する治療法としては、局所療法として行われる手術及び放射線療法、全身療法として行われる化学療法等があります。
診療にあたっては、各関連学会の診療ガイドラインに沿ったうえで、がん患者の意向や生活の質（QOL）を十分尊重することが重要で、個々のがんの種類や進行度（病期）に応じて集学的治療が必要な場合があります。
１　取組の内容
【１】がん拠点病院を中心とした集学的治療の推進
　（１）国指定拠点病院及び府指定拠点病院を中心とした集学的治療の推進
国指定拠点病院は、集学的治療の実施にあたり、キャンサーボード※を設置し、多職種・多診療科間で、がん患者の症状、状態及び治療方針等について意見交換や検討を行うなど、がん医療の評価を行う体制を整備しています。
　　　府指定拠点病院についても、集学的治療の実施に努めることが指定要件となっています。
　
平成２４年４月時点で、府内６０機関のがん拠点病院全てが集学的治療を実施しているところですが、今後、がん診療拠点病院部会はがん診療連携協議会と連携し、がん拠点病院における集学的治療の評価方法を検討することとし、引き続きがん拠点病院における集学的治療の充実を図ります。

　
また、各種がん治療における副作用の予防や軽減、周術期や緩和ケアには口腔ケアも有用です。
　　　府は、がん治療の予後及び患者の生活の質（QOL）を向上するため、がん治療前からの口腔ケアや歯科治療の促進に向け、がん拠点病院等がん診療を担う医療機関と、大阪大学歯学部附属病院及び大阪歯科大学附属病院といった歯科教育機関附属病院や地域の歯科医療機関との連携を図ります。
　
（２）専門医等の医療資源の把握と適正確保　
集学的治療の実施にあたり、治療法の一つである放射線療法に関しては、放射線治療に関する機器を設置し、専門的な知識及び技能を有する医師や診療放射線技師、放射線治療に関する機器の精度管理等に携わる者を配置する必要があります。
また、化学療法に関しても、専門的な知識及び技能を有する医師、薬剤師及び看護師を配置し、複数種類の腫瘍に対する抗がん剤治療を行う機能を有する部門を整備し、外来化学療法の提供も行う必要があります。
そこで、府は、放射線療法及び化学療法の実施状況について、受療状況、診療実績、専門医数、放射線治療専門放射線技師や細胞検査士等のがん診療に従事する医療従事者数及び整備機器等を継続的に把握し、がん診療連携協議会において、将来の需要を予測し、がん拠点病院の役割分担や地域連携ネットワークを考慮した配置について検討します。
【２】人材育成
　（１）オンコロジーセンター構想に基づく人材育成の充実
府立成人病センター及び大学病院は、オンコロジーセンター構想に基づき、医療従事者に対する専門研修を実施するなど、地域の医療資源を踏まえたがん医療の専門的人材の育成に取り組みます。
また、国指定拠点病院に対する最新治療や高度先進医療に関する技術支援・情報提供を充実し、国指定拠点病院の実施する地域における研修会を支援します。
　（２）国指定拠点病院における人材育成の充実
国指定拠点病院は、放射線療法や化学療法に携わる医療従事者の専門性を高めるため、府立成人病センターや大学病院が実施する専門研修へ医療従事者を派遣するとともに、放射線療法及び化学療法に関する症例検討会など、地域のかかりつけ医等に対する研修会を実施し、地域におけるがん医療体制の充実を図ります。
　（３）大学病院等が実施する人材育成事業に対する支援・協力
府内の大学では、文部科学省の「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」への参画など、積極的な人材養成の取組がなされていることから、府は、このような国の取組の動向を踏まえ、必要に応じて支援、協力に努めます。
（４）専門薬剤師、専門看護師等の確保
がん治療が高度に専門化かつ複雑化する中で、がん拠点病院等でチーム医療による集学的治療を推進するにあたり、抗がん剤の安全・有効使用における病院薬剤師、がん看護における専門看護師等の役割は重要性を増しています。
　　　現在、保健医療関係団体により、がん診療に携わる専門的な薬剤師、看護師等の資格認定が行われています。
集学的治療を推進するにあたり、このようながんに関する専門薬剤師や専門看護師等の確保についても重要であることから、二次医療圏毎の専門薬剤師及び専門看護師等の配置状況を把握し、府は関係団体とともに、専門薬剤師及び専門看護師等を二次医療圏毎に確保するための方策を検討します。
【３】先進的ながん医療の取組の推進
一般的に、先進医療については保険の適用外となりますが、国において、国民の安全性を確保するとともに、国民の治療等の選択肢を拡げるという観点から、医療技術ごとに一定の要件を満たす場合には、診療や検査等、先進医療以外の通常の医療と共通する部分について保険診療扱いとなります。（保険診療との併用が認められています。）
がんに係る先進医療については、陽子線治療や重粒子線治療といった粒子線治療などがあります。
粒子線治療は、適応症が限局性の固形がんのみであることや、先進医療の位置付けであり、前述したとおり、粒子線治療自体は公的医療保険が適用されないといった課題などがあります。しかしながら、がん病巣のみに集中的に照射できるという優れた特徴があるため、従来の放射線治療で用いるⅩ線とは異なり、周囲の正常細胞への副作用を最小限に抑えることができます。また、手術や化学療法と比べて、身体への負担が小さく、生活の質（QOL）に優れた治療法として注目されています。
　府としては、府民に質の高いがん医療を提供するため、先進医療の推進方策として、府立成人病センターの建替え整備にあわせ粒子線治療など先進的ながん医療の導入を計画している府立病院機構の取組を支援します。
　


２　取組目標
　（１）がん拠点病院における集学的治療の推進
府は、５大がんとともにそれ以外のがんについても、集学的治療の実施状況、受療状況、専門医・専門看護師数等を把握し、各がん拠点病院の役割分担や地域連携状況を考慮し、適正配置について検討します。
　（２）専門的人材の育成
府は、オンコロジーセンター構想に基づき、大学病院等が中心となって地域の医療資源を踏まえ、がん医療に係る専門的人材の育成の充実を図ります。

【その他】
（１）がん研究　
がんについては、日々新たな治療法、診断法が模索され、がん患者・家族をはじめ、多くの方々からの期待が寄せられ、渇望されています。
　　　しかし、そのような期待・望みに乗じ、民間療法として、医学的根拠が希薄なものや確立していないもの、中には全く効果の無いもの、健康に悪影響を及ぼすような行為も見受けられます。
このため、府は、新たな診断法や治療法に関するがん研究について、国に対しがん研究の積極的な推進とその成果の臨床応用について、適切に行われるよう求めていくとともに、府内の大学や府立成人病センター研究所等における研究について、国からの必要な支援が受けられるよう側面的に支援します。
　　　さらに、府立成人病センターがん予防情報センターで行っている「がん情報の収集・解析」「がん対策の企画・評価」等、府がん対策の推進のための調査研究について、府として積極的に支援するとともに、当センターと連携を図り、科学的根拠に基づく施策立案に努めます。
（２）難治性がん・希少がんについて
府は、国に対し、難治性がん・希少がん等のがんの本態解明、診断及び治療に関する方法の開発研究の積極的な推進を求めていくとともに、府内の大学や府立成人病センター研究所等における研究について、国からの必要な支援が受けられるよう側面的に支援します。
　　　また、府は、府内のがん拠点病院に対し、５大がん以外のがんや希少がんについての治療実施状況等を把握し、がん拠点病院間における部位別の治療や各療法実施の連携強化を図り、希少がん等への診断・治療体制の確保につなげるとともに、府民への情報提供を図っていきます。　
（３）造血幹細胞移植関連事業の促進
造血幹細胞移植療法は、白血病等の血液がんや造血障がい、先天性免疫不全症などの根治的治療法として確立されており、使用される造血幹細胞の種類により、それぞれの移植は、「骨髄移植」、「末梢血幹細胞移植」、「さい帯血移植」と呼ばれています。
造血幹細胞移植は、患者さんの病気の種類や病期等により、使用可能な造血幹細胞が用いられていますが、安全な同種移植を行うためにはＨＬＡ（白血球の型）一致のドナーが必要となります。
移植を必要とする患者が、公平かつ公正に移植療法を受けることができるためには、骨髄バンクやさい帯血バンクの充実が不可欠であり、国においても、平成２４年9月６日に「移植に用いる造血幹細胞の適切な提供の推進に関する法律」が制定されました。
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がん医療の充実





※二次医療圏





医療法第30条の４第２項第10号に規定する区域として、特殊な医療を除く、主として病院及び診療所の病床の整備を図る地域的単位で、大阪府は８つの二次医療圏からなっています。
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※オンコロジーセンター機能





特定機能病院からがん拠点病院・地域医療機関への「人材育成」「専門的人材の派遣」「技術支援」機能と、がん拠点病院等からの依頼に基づき、がん患者に対する最新治療・高度先進医療の提供機能





※特定機能病院　





制度化された医療機関の機能別区分のうちのひとつで、一般の病院などから紹介された高度先端医療行為を必要とする患者に対応する病院として厚生労働大臣の承認を受けた病院のことです。


一般医療機関では実施することが難しい手術や高度先進医療などの先進的な高度医療を、高度な医療機器、充実の施設の中で行うことができる病院です。
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※キャンサーボード





手術、放射線療法及び化学療法に携わる専門的な知識及び技能を有する医師その他の専門を異にする医療従事者等によるがん患者の症状、状態及び治療方針等を意見交換・共有・検討・確認等をするためのカンファレンスです。
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